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《 国産大豆 》 

落札率５６％、スズマル引き続き高値 

 ６月に２回実施された１９年産国産大豆の入札取引結果は、日本特産農産物協会の発表によります

と、上場数は１２，４５５トンで、落札が６，９８７トン、落札率が５６．１％、平均落札価格は、

前月比６０kg／６０９円ダウンという結果となりました。先月よりは、値下がりしたものの、１８年

産と比較すると落札率、平均落札価格とも引続き高い値で推移している状況です。（前年６月の落札率

は２６．３％、前年６月の平均落札価格より６０ｋｇ／７９１円高値） 

先月より値下がりしたものの、北海道の小粒スズマルは、６０ｋｇ／２３，２１２円と相変わらず

高く、長野の大粒ナカセンナリも８，９７０円と高値で推移しております。逆に、宮城の大粒ミヤギ

シロメは、先月の価格よりも６０ｋｇ／９８０円高くなっており、このほかにも、値上がりした銘柄

もみられます。 

今後の入札は、７月に２回、８月に１回の予定です。入札も終盤となってきましたので、お早めの

手当てをおすすめ致します。 

     入札月     上場数量     落札数量     落札率              

１１月     ５７５ｔ     ４６６ｔ     ８１．０％ 

１２月   ４，７３０ｔ   ３，２３９ｔ     ６８．５％ 

 １月  １２，０３１ｔ   ８，１１８ｔ     ６７．５％ 

 ２月  １３，８４４ｔ   ８，４８１ｔ     ６１．３％ 

      ３月  １４，８０２ｔ   ９，４５５ｔ     ６３．９％ 

      ４月  １４，６７６ｔ   ７，９８６ｔ     ５４．４％  

      ５月  １４，４４６ｔ   ６，３７７ｔ     ４４．１％ 

      ６月  １２，４５５ｔ   ６，９８７ｔ     ５６．１％           

    累計   ８７，５５９ｔ  ５１，１０９ｔ     ５８．４％ 

 

２０年産大豆作付、収量とも増加 

 ７月１日に国産大豆協議会が、農水省で開催され平成２０年産の大豆生産計画が公表されました。 

それによると、コメの生産調整強化の影響で、２０年産の大豆作付面積は、前年より３％増加して、

１４万３０００ｈａと見込まれました。また、収穫量も前年よりも６％増加して、約２４万３０００

トンの見込みとなりました。 

そのうち、全農の集荷分の作付面積見込は、約１１万５０００ｈａ（前年比１０７％）、集荷見込は、 

約１８万５０００トン（前年比１１０％）とされました。特に、秋田、新潟、佐賀は、１割以上の作

付面積増加が見込まれております。 

また、全集連の集荷分の作付面積見込は、約３０００ｈａ（前年比１１０％）、集荷見込は、約７０

００トン（前年比１２１％）とされました。 
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２

《 北米産大豆 》 《 北米産大豆 》 

‘０８産大豆作付増加、ＧＭＯも増加‘０８産大豆作付増加、ＧＭＯも増加 

アメリカ農務省は、６／３０に‘０８年のアメリカ産大豆の作付予想面積を発表し、前年比１７％

増加の７４５３万エーカーとなりました。そして、収穫予想面積は、前年比１５％増加の７２１２万

エーカーとなりました。トウモロコシの作付予想面積は、逆に７％減少し、８７３３万エーカーとな

りました。また、‘０８年のＧＭＯ大豆予想作付比率は、９２％（前年９１％）と増加しました。 

 

大豆相場は高値更新 

６／３０にアメリカ農務省が発表した期末在庫の減少懸念から、シカゴの大豆相場は、期近で１６

ドル５セントとなり、最高値を更新しました。その後も、タイトな需給から７／３には、期近で１６

ドル５８セントとさらに高値となっております。天候、作況状況によっては１７ドル台も、うかがえ

る状況となっております。 

 

 

《 中国産大豆 》 

‘０８産大豆作付け状況（２００８年６月） 

中国でも２００８年産の大豆作付けが始まりました。商社からの情報によると大豆の作付面積見込 

は、約９５０万ｈａ（前年比１１３％）、生産量見込は、約１６５０万トン（前年比１２２％）とのこ

とです。 

現地の天候は、概ね晴天が続きましたが、乾燥状態を緩和する降雨が記録され、土壌水分が改善さ 

れました。しかし、一部地域では降雨が少ないため、土壌水分が十分とは言えない状況です。 

背丈は２０～３０ｃｍに達しており、昨年同時期と比べると高くなっております。枝分かれも順調

に進み、既に開花している株もあります。これから開花のステージに入り、ますます天候から目が離

せない状況です。 

 

 

《 トピックス 》 

 弊社の平成２０年産大豆契約栽培先である青森の 

ＪＡつがるにしきた農協から播種作業の状況報告が 

ありました。 

６／５、金木地区では最も早く、播種、施肥作業を 

しているところです。品種は、オクシロメです。 

順調な生育を期待しております。 


